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中学校閉校式Pick up

平成29年度 当初予算特
集
２

都井中学校  最後の卒業生



通
信
技
術
の
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　

九
州
最
大
規
模
の
風
力
発
電
施
設
、
農
業

用
水
路
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
施
設
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
計
画
が
発
電
開

始
に
向
け
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
今
後
、
本

市
の
地
域
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

　

農
畜
産
物
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
と

農
林
水
産
資
源
を
生
か
し
た
６
次
産
業
化
の

推
進
、
外
国
人
観
光
客
へ
の
情
報
発
信
や
受

入
対
策
、
２
月
７
日
に
全
国
で
９
番
目
に
国

か
ら
認
定
さ
れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
に
基
づ
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
さ
ら

な
る
推
進
、
地
場
産
品
な
ど
の
販
売
促
進
や

新
商
品
開
発
に
関
す
る
支
援
、
移
住
相
談
や

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
な
ど
の
推
進
を
図

り
、「
集
落
支
援
員
」
と
連
携
し
、
集
落
の

現
状
を
把
握
し
た
う
え
で
、
新
し
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

　

第
５
次
串
間
市
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
目
標
の
実
現
を
念
頭
に
、

引
き
続
き
個
別
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

が
、
中
で
も
「
串
間
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
基
本
目
標
に

基
づ
く
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
人
口

減
少
の
克
服
と
地
域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
手
続
き
が
完
了
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
月
に
就
任
し
た
ト
ラ

告
示
さ
れ
、
４
月
に
は
「
日
南
～
油
津
間
」

「
夏
井
～
志
布
志
間
」
が
事
業
化
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
大
き
く
前
進
し
て
い
る
も
の
と
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、「
油

津
～
串
間
～
夏
井
間
」
の
早
期
事
業
化
の
決

定
に
向
け
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
要
望
活

動
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

東
九
州
自
動
車
道
の
開
通
を
見
据
え
た
中
心

市
街
地
活
性
化
策
と
し
て
事
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
「
ま
ち
な
か
の
道
の
駅
」
に
つ
き
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
、
国
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
早
期
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
都
井
岬
再
興

　

旧
都
井
岬
観
光
ホ
テ
ル
の
跡
地
を
活
用
し
、

今
後
、
都
井
岬
特
有
の
貴
重
な
自
然
環
境
と

融
合
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
の
整
備
を

官
民
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
と
と
も
に
、
都

井
岬
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
た
取
り
組

み
を
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
中
学
校
再
編

　

串
間
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
よ

り
良
い
環
境
で
学
習
し
、
成
長
す
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
長
い
月
日
を
か
け
慎

重
に
協
議
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
宮
崎
県
立
福
島
高
等
学
校
と
の

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
校
の
推
進
と
あ
わ
せ

て
、
魅
力
あ
る
施
策
・
取
組
を
積
極
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
未
整
備
地
域
の
解
消
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間
の
情
報
通
信

格
差
の
是
正
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
情
報

　

昨
年
末
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
平
成
29
年
度

地
方
財
政
対
策
で
は
、
地
方
が
一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
や
地
方
創
生
の
推
進
、
防
災
・

減
災
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
つ
つ
、
安
定
的

に
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
総
額
が
前
年

度
と
比
較
し
て
０
・
４
兆
円
上
回
る
額
が
確

保
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
市
で
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
い
て
お
り
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
、
地
域
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
た
め
、「
し
あ
わ
せ
で
、
住
み
よ
い
、
豊

か
な
串
間
の
創
造
」
を
変
わ
ら
ぬ
基
本
理
念

と
し
て
掲
げ
、
雇
用
の
創
出
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
社
会
基
盤
の
整
備
、

そ
し
て
、
行
財
政
改
革
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

●
東
九
州
自
動
車
道

　「
日
南
～
串
間
～
志
布
志
間
」

　

昨
年
の
１
月
に
都
市
計
画
道
路
の
決
定
が

ン
プ
新
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
よ
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か

ら
「
永
久
に
離
脱
す
る
」
と
し
た
大
統
領
令

に
署
名
す
る
と
と
も
に
、
日
本
な
ど
の
参
加

国
に
通
知
し
、
今
後
は
２
国
間
の
通
商
協
定

締
結
を
目
指
す
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
動
向
を
十
分
注
視
す
る
と
と
も
に
、
本

市
で
最
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
農
畜
産
業

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
、
積
極

的
な
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

予
算
編
成
方
針

　

第
５
次
串
間
市
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
目
標
を
意
識
し
つ
つ
、
行

政
評
価
に
よ
る
重
点
的
・
効
率
的
な
施
策
の

展
開
を
図
り
な
が
ら
、
全
て
の
事
務
事
業
を

徹
底
し
て
見
直
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
果

的
な
配
分
に
努
め
、
的
確
な
予
算
措
置
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
総
額
と
し
ま
し

て
は
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
ま

し
て
、
５
・
３
％
増
の
１
２
４
億
２
千
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

今
後
も
第
５
次
串
間
市
長
期
総
合
計
画
に

定
め
る
基
本
目
標
を
念
頭
に
、
人
口
減
少
と

地
域
経
済
の
縮
小
を
克
服
す
る
た
め
、「
魅

力
あ
る
農
林
水
産
業
の
育
成
」「
子
育
て
に
希

望
を
持
て
る
地
域
の
実
現
」、そ
し
て
「
若
者

の
流
出
の
抑
制
と
移
住
定
住
促
進
」
の
３
つ

の
施
策
に
重
点
を
置
き
、
市
民
の
先
頭
に
立

っ
て
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※�今回掲載した平成29年度串間市施政方針は抜粋です。
全文は、市の公式サイトでご覧になれます。

１
年
間
の
主
要
な
事
業
や
予
算
に
つ
い
て
の

方
向
性
を
示
す
施
政
方
針

今
年
度
の
串
間
市
施
政
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
29
年
度

施
政
方
針
（
抜
粋
）

豊かな自然とともに  生きる喜びにあふれる  協働と交流のまち 串間
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特 

集 

１



新避難施設整備事業
1,921万8千円

　南海トラフ巨大地震に備え、津波避
難困難地域である崎田地区と石波地
区に避難施設を建設する（平成 29 年
度実施設計、平成30 年度建設工事）。

1

串間市中心市街地
まちづくり事業
2億2,411万6千円

　道の駅整備に係る中心市街地ま
ちづくり実施計画策定および旧吉
松家周辺整備に係る市民広場整備
事業の設計業務などに要する経費。

2

簡易水道統合事業
１億2,656万9千円

　簡易水道を上水道事業へ統合する
必要があるため、その統合に要する経費。

3

5  Kushima City Public Relations, 2017.4, Japan 広報 　　　　  4

平成29年度当初予算の主 な事業をお知らせします
　
特 

集 

２

一般会計
歳出予算

一般会計
歳入予算

義務的経費：57億4,182万５千円（46.2%）
投資的経費：11億7,246万６千円（9.4%）
その他経費：55億570万９千円（44.4%）

人件費 
20億7,779万1千円
(16.7%)

市税
16億3,428万
2千円（13.2%）

分担金および負担金
１億761万9千円
（0.9%）

使用料および手数料
１億4,800万円
（1.２%）

繰入金
５億2,365万2千円
（4.2%）

寄付金
10億円
（8.1%）

地方交付税
46億5,000万円
（37.4%）

国庫支出金
16億100万8千円
（12.9%）

県支出金
10億2,810万
5千円（8.3%）

市債
10億1,330万円
（8.2%）

その他
4億8,440万円
（3.９%）

その他
２億2,963万4千円
（1.8%）

扶助費
26億8,632万1千円
(21.6%)

公債費
9億7,771万3千円
(7.9%)

公債費
9億7,771万3千円
(7.9%)

普通建設
事業費

10億674万
6千円(8.1%)

災害復旧事業費
1億6,572万円(1.3%)

維持補修費
7,900万3千円
(0.7%)

補助費等
18億8,450万7千円
(15.2%)

繰出金
14億7,111万7千円
(11.8%)

その他
3億7,888万7千円
(3.1%)

物件費
16億9,219万5千円

(13.6%)

自主財源：36億4,318万7千円（29.4%）
依存財源：87億7,681万3千円（70.6%）

歳出
124億

2,000万円

歳入
124億

2,000万円

【自主財源と依存財源】
●�自主財源
　…36億4,318万7千円（29.4%）
　自主財源は、市税（住民税・固
定資産税など）や使用料、手数料
などの地方自治体が自主的に収入
しうる財源をいい、自主財源の割
合が高いほど、財政が安定してい
るといえます。

●�依存財源
　…87億7,681万3千円（70.6%）
　依存財源は、地方自治体の収入
の格差を少なくするために交付さ
れる地方交付税や国・県補助金な
どの財源をいいます。
　以上から、串間市においては、
依存財源の割合が70.6％であるた
め、国・県に頼った財源構造となっ
ています。

【義務的経費と投資的経費】
●�義務的経費
　…�57億4,182万５千円（46.2％）
　義務的経費は、人件費（職員給
与など）や扶助費（児童扶養手当・
生活保護費など）、公債費（借金の
返済）といった支出することが制
度的に義務付けられている経費を
いいます。
　人件費および公債費について
は、年々減少傾向にありますが、
扶助費については、社会保障の充
実化などから増加傾向にあります。

�投資的経費
　…11億7,246万6千円（9.4％）
　投資的経費は、道路などインフ
ラ整備や公共施設の新増設などに
要する経費をいいます。

■平成29年度当初予算の内訳（会計別）
（単位：千円，％、△は減）

会　計　名 平成29年度 平成28年度 伸 率
一般会計 12,420,000 11,800,000 5.3

特

別

会

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,663,875 3,795,057 △3.5
後期高齢者医療特別会計 699,706 641,185 9.1
簡易水道特別会計 261,088 574,040 △54.5
農業集落排水事業特別会計 49,436 40,093 23.3
公共下水道事業特別会計 103,605 128,382 △19.3
漁業集落排水事業特別会計 2,371 2,057 15.3
物品特別会計 194,800 138,100 41.1
介護保険特別会計（事業勘定） 2,660,335 2,574,076 3.4
市木診療所特別会計 52,760 52,309 0.9

病院事業会計（収益的支出および資本的支出） 2,187,276 2,139,390 2.2
水道事業会計（収益的支出および資本的支出） 622,216 625,444 △0.5

合　　　計 22,917,468 22,510,133 1.8

義務的経費：57億4,182万５千円（46.2%）
投資的経費：11億7,246万６千円（9.4%）
その他経費：55億570万９千円（44.4%）

人件費 
20億7,779万1千円
(16.7%)

市税
16億3,428万
2千円（13.2%）

分担金および負担金
１億761万9千円
（0.9%）

使用料および手数料
１億4,800万円
（1.２%）

繰入金
５億2,365万2千円
（4.2%）

寄付金
10億円
（8.1%）

地方交付税
46億5,000万円
（37.4%）

国庫支出金
16億100万8千円
（12.9%）

県支出金
10億2,810万
5千円（8.3%）

市債
10億1,330万円
（8.2%）

その他
4億8,440万円
（3.９%）

その他
２億2,963万4千円
（1.8%）

扶助費
26億8,632万1千円
(21.6%)

公債費
9億7,771万3千円
(7.9%)

公債費
9億7,771万3千円
(7.9%)

普通建設
事業費

10億674万
6千円(8.1%)

災害復旧事業費
1億6,572万円(1.3%)

維持補修費
7,900万3千円
(0.7%)

補助費等
18億8,450万7千円
(15.2%)

繰出金
14億7,111万7千円
(11.8%)

その他
3億7,888万7千円
(3.1%)

物件費
16億9,219万5千円

(13.6%)

自主財源：36億4,318万7千円（29.4%）
依存財源：87億7,681万3千円（70.6%）

歳出
124億

2,000万円

歳入
124億

2,000万円

その他の大型事業 重 点 施 策 事 業 な ど

くしま農畜産物
次世代オリジナル
ブランド創出事業

935万2千円
　くしまオリジナルブランド推
進協議会を中心に、串間市なら
ではの魅力ある農林水産物のオ
リジナルブランドを創出・推進
する。

1
きらり輝く！
若い農業者

就農促進事業
900万円

　営農に係る初期投資の軽減な
どを図るため、新規就農者や農
業後継者に対し、補助を行う（６
名）。

2
起業・既業支援

プロジェクト事業
1,000万円

　雇用の場の創出や商工業の
活性化を図るため、起業希望者
や事業拡大予定者に対し、補助
金を交付する。

10
肉用牛

産地維持対策
事業

750万円
　串間産の肥育素牛の導入に要
する経費の一部を補助する。

4
くしまdeスロー
ライフ推進事業

339万7千円
　都市部などからの移住促進を
図るため、①都市部での移住相
談会、セミナーにおけるＰＲ②
体験ツアー③空き家バンク活用
などを実施する。

9
全国和牛能力

共進会出品対策
事業

236万5千円
�　全国和牛能力共進会への出品
強化を図るため、協議会に補助
を行う。

3
新串間市ブロードバンド
未整備地域解消事業

1億9,800万円
　ブロードバンド未整備区域を
解消するため、整備事業者に補
助を行う。
　事業実施年度：平成 29 年度
～平成 30 年度（事業費総額：
３億5,000 千円）

11

※新は新規事業

新再造林強化
対策事業
600万円

　森林経営計画に基づく再造
林に要する経費の一部を補助す
る。

5
新青年漁業者・新規

就業者支援事業
450万円

　青年漁業者および新規漁業就
業者が行う事業に対し、補助を
行う（３名）。

6
新観光物産セールス・
プロモーション事業

1,500万円
　本市における観光・地場産業
振興の要となる串間市観光物産
協会の運営費を補助する。

13
新子ども発達

障がい支援事業
61万円

　５歳児健診、発達相談窓口の
設置により、発達障がいを持つ
子の早期発見・早期支援に繋い
でいく。

8
串間エコツーリズム

推進事業
752万1千円

　自然観光資源の保全と活用を
目指す「串間エコツーリズム」の
推進および国のエコツーリズム
認定による観光ブランド化を図る
ため、串間エコツーリズム推進協
議会の事務局運営を委託する。

12
子ども医療費

助成事業
6,500万円

　出生から中学卒業までの医療
費の全額を助成する（ただし、
食事代、保険診療外のものを除
く）。

7
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「中学校閉校式」

福島
中学校

都井
中学校

北方
中学校

市木
中学校

本城中学校

大束
中学校

　平成 29 年３月、市内６校の中学校が閉校を迎えた。
　それぞれの学校で行われた閉校式では、これまでの
歩みを振り返り、思い出を懐かしんだ。

　福島中学校の閉校式は、
２月 18 日に行われ、生徒
や保護者、卒業生らが出席
し、学び舎に別れを告げた。
式典では、卒業生である津
曲孝さん（ケーキハウスツ
マガリ社長）の講演会も
あった。

　２月26日に北方中学
校の閉校式は行われ、
生徒や卒業生らが多数
出席し、学び舎との別
れを惜しんだ。式典で
は、生徒による合唱や
よさこいソーランが披
露された。

　２月25日、都井中学校の閉校
式が行われ、多くの関係者が見守
る中、校史に終止符を打った。式
典では、校旗返納や都井地区の伝
統芸能「臼太鼓踊り」が披露された。　２月25日、大束中学校の閉校式が行われ、出

席した生徒や卒業生らが思い出を懐かしみ、母
校との別れのときを迎えた。式典後には、閉校
記念碑の除幕式も行われた。

　市木中学校の閉校式は、
２月25日に行われ、多くの
人に惜しまれながら70年の
歴史に幕を閉じた。式典後
には、閉校記念碑の除幕式
が行われた。

　２月19日、本城中学校の閉校式
が行われ、生徒や保護者、卒業生ら
が出席し、閉校を見届けた。式典後
の記念行事では、本城地区の伝統芸
能「千野棒踊り」が披露された。



市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics

1

2

3

4

5

6
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３
月
４
・
５
日
、
市
内
の
小
中
学
生
に
く
し
ま
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
１
泊
２
日
で
『
子
ど
も
キ

ャ
ン
プ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
は
４
月
か
ら
串

間
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち

が
対
象
で
、
21
人
が
参
加
。
子

ど
も
た
ち
は
2
日
間
で
、
お
に

つ
か
農
園
で
の
い
ち
ご
狩
り
や

定
置
網
体
験
、
都
井
岬
で
の
野

生
馬
観
察
な
ど
、
串
間
の
自
然

を
存
分
に
体
感
し
、
串
間
の
良

さ
を
再
発
見
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
校
統
合
を
前
に
参
加
者
同

士
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
市
総
合
体
育
館
で
、
新
小
学
一
年
生
に
な
る

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
『
第
29
回
も
う
す
ぐ
一
年
生
が
ん
ば

ろ
う
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
市
内
12
保
育

施
設
の
約
１
４
０
人
の
児
童
が

参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
、

「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」
や
「
お

す
し
す
し
す
し
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
遊
び
を
と
お
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
も
う
す
ぐ
一
年
生
に
な
る

と
い
う
喜
び
や
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
４
・
５
日
、
本
城
地
区
で
『
第
８
回
お
ひ
な
さ
ま
雅

ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
区
住
民
と
市
民
の
触
れ
合

い
を
図
ろ
う
と
、
住
民
グ
ル
ー
プ
が
毎
年
企
画
。
本
城
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
や
旧
家
な
ど
の

計
８
カ
所
に
、
ひ
な
壇
飾
り
や

優
雅
な
色
打
ち
掛
け
が
展
示
さ

れ
、
華
や
か
な
ひ
な
飾
り
や
旧

家
の
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
楽
し

む
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
旧
家

で
は
、
お
茶
や
菓
子
な
ど
を
振

る
舞
っ
て
も
て
な
し
、
来
場
者

と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

串
間
の
自
然
を
存
分
に
満
喫

楽しそうだなと思って応募しま
した。おにつか農園の動物園で
動物とたくさん触れ合えたこと
が楽しかったです。市木中から
の参加は一人でしたが、キャン
プは同世代ばかりの参加だった
ので、串間中学校が始まる前に
知り合いができてよかったです。

仲良くなれた

新
た
な
門
出
に
期
待
膨
ら
む

たのしみです
たくさんひとがいたけど、きん
ちょうしなくて、ともだちも４
にんできました。いちばんたの
しかったのは『じゃんけんれっ
しゃ』で、さいごまでのこり、
いちばんになれました。いちね
んせいになったら、さんすうの
べんきょうをがんばりたいです。

千種保育所

立
た て

本
も と

 紗
さ

麗
ら

ちゃん

市木中学校 １年生

大
お お

下
し た

 桃
も も

華
か

さん

江
え

藤
とう

 奈
な

良
ら

子
こ

さん（奈留）

谷
た に

村
む ら

 一
か ず

子
こ

さん（小路）

本
城
で
ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト 

スタンプラリーをしながら８カ
所を歩いて巡りました。天気も
良くて最高の日和。古くて珍し
いおひなさまや着物がとてもき
れいでした。それぞれの会場で
おもてなしもしていただき、そ
の気持ちがうれしかったですね。
また来年も行ってみたいです。 

とてもきれい

　
３
月
14
・
15
日
、
福
島
高
校
の
生
徒
４
名
が
国
土
交
通
省
、

東
京
大
学
を
訪
れ
、
東
九
州
道
の
必
要
性
を
訴
え
る
意
見
発

表
や
大
学
教
授
ら
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
は
、
東
九
州
自
動

車
道
串
間
市
建
設
促
進
協
議
会

が
活
動
の
一
環
と
し
て
企
画
。

国
土
交
通
省
で
は
、
末
松
副
大

臣
を
は
じ
め
、
道
路
局
青
木
次

長
に
対
し
、
く
し
ま
学
で
調
査
、

研
究
し
て
き
た
内
容
や
体
験
談

を
基
に
、
高
校
生
の
視
点
で
考

え
た
整
備
効
果
に
つ
い
て
発
表

し
、
早
期
整
備
を
求
め
ま
し
た
。

協定に調印した野辺市長と平野頭取

　２月28日、本市と宮崎銀
行との間で、地方創生に関
する包括連携協定を締結し
ました。協定では、地域資
源を活用した産業育成や雇
用創出、交流人口の増加、
移住促進などを掲げており、
今後、タイの日系百貨店で
本市特産の食材を使った商
品の販売に取り組みます。 

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串

●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

入隊者を代表し謝辞を述べる長友さん

　３月22日、市役所大会議
室で『自衛隊新入隊者激励
会』が開かれました。式典
には入隊者５人と関係者ら
が参加。新入隊者代表謝辞
では、長友公樹さんが「初
心を忘れることなく日々努
力を重ね、立派な自衛官に
なることを誓います」と決
意の言葉を述べていました。

　
３
月
11
日
、都
井
岬
の
海
岸
沿
い
を
歩
く『
魅
力
再
発
見
！

都
井
岬
を
歩
こ
う
！
海
岸
沿
い
編
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
約
20
名
が
参
加
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
発
着

点
と
し
、
県
道
36
号
線
を
通
っ

て
小
松
ヶ
丘
広
場
を
折
り
返
し
、

そ
こ
か
ら
林
道
を
抜
け
て
海
岸

沿
い
を
通
る
約
６
㎞
の
コ
ー
ス

を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち

は
途
中
、
ク
イ
ズ
や
セ
ン
タ
ー

職
員
に
よ
る
解
説
を
聞
き
な
が

ら
、
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と

の
な
い
都
井
岬
の
海
岸
沿
い
の

景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

歩
い
て
新
た
な
魅
力
再
発
見

天気も良くて景色を見たり、ガ
イドの方にいろいろ教えていた
だきながらのんびりと歩けまし
た。海がきれいで、潮風を浴び
ながらとても気持ちよかったで
す。途中遭遇した野生馬もほほ
笑ましかったです。都井岬は初
めてでしたがまた来たいですね。

都井岬を満喫

鹿児島市在住

永
な が

岡
お か

 千
ち

鶴
づ

子
こ

さん

若
者
目
線
で
早
期
整
備
訴
え

『災害と高速道路』というテー
マで意見発表してきました。国
土交通省の副大臣に時間をとっ
てもらいお話しさせていただく
など、なかなかできない体験が
できたと思います。普段から高
速道路の必要性を感じているの
で早くつながってほしいです。 

貴重な経験に

福島高校 ２年生

津
つ

曲
まがり

 拓
た く

郎
ろ う

さん

※インタビュー者の学校名・学年は取材時のものです。

　
３
月
12
日
、
市
民
総
合
体
育
館
で
『
ふ
れ
あ
い
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
と
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
３
回
目
。

約
30
名
が
参
加
し
、
卓
球
バ
レ

ー
や
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
ダ
ー
ツ
の
３
種
目
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
卓
球
台
を
囲
ん
で
椅

子
に
座
っ
た
ま
ま
、
板
で
作
っ

た
長
方
形
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
っ

て
打
ち
返
す
卓
球
バ
レ
ー
で
は
、

白
熱
し
た
ボ
ー
ル
の
打
ち
合
い

も
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大束地区・一氏

竹
た け

本
も と

 千
ち

津
づ

子
こ

さん

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
汗 

いい汗流した
今回で２回目の参加です。自宅
では一人だから、こういうイベ
ントに参加して、いろいろな方
とお話ししたり、友達になった
りできるのはいいですね。卓球
バレーはみんなでワイワイ遊べ
て楽しかったです。楽しい時間
を過ごさせていただきました。

宮崎銀行と
包括的連携協定締結

自衛隊新入隊者
激励会



　  子育て支援情報

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」 

訪
問
事
業

　
母
子
保
健
推
進
員
の
活
動
の
ひ

と
つ
に「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」

訪
問
事
業
が
あ
り
ま
す
。
生
後
４

カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
全

て
の
家
庭
を
訪
問
し
、
子
育
て
支

援
情
報
の
提
供
、
育
児
に
つ
い
て

の
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
訪
問
の
際
、「
出
産
お
め

で
と
う
」
の
お
祝
い
の
気
持
ち
を

込
め
て
お
子
様
の
足
型
を
取
り
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
の
で
す
が
、

直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
こ

と
で
、
自
然
と
距
離
が
近
く
な
り
、

電
話
口
で
は
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
訪
問
の
際
は
事
前
に
ご
連
絡
を

入
れ
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い

日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所

こ
ど
も
対
策
室
子
育
て
支
援
係

☎
72

－

１
１
２
３
（
内
線
５
０

５
）

こんにちは、 
母子保健推進員です
地域の子育て相談役。母子保健推進員の皆さんを紹介します。

　子育て中のお母さん、お父さん、子育てで悩んだ
時、不安に思った時、誰か相談できる人はいますか？
市では、より身近な子育ての相談相手として母子保
健推進員に活動してもらっています。
　現在10名の方が市の委嘱を受け、それぞれの担当
区で、子育ての相談や乳幼児健診の案内、訪問など

を行っています。母子健康手帳を交付する際に、担
当区の母子保健推進員さんの名刺を渡し紹介してい
るので、担当の母子保健推進員が誰なのかはご存知
だと思いますが、年度が替わり転入された方も多い
ので、今回、改めてご紹介いたします。ご自分の担
当区の母子保健推進員さんを今一度ご確認ください。

あなたの地区の母子保健推進員さんです

谷
たに

口
ぐち

 美
み

津
つ

江
え

さん

奈留、仲別府、古大内、
長野、堂園、烏帽子野、
西ノ園、平原、上・下園
田、風野、片野、広野、
大平、田ノ野、中原、胡
桃ヶ野、高則、揚原

日
ひ

高
だか

 千
ち

穂
ほ

さん

桂原、穂佐ヶ原、上町、
桜ヶ丘、城山、霧島、天

神、上郡元、西郡元

川
かわ

﨑
さき

 千
ち

哉
や

子
こ

さん

本城全地区

森
もり

本
もと

 美
み

穂
ほ

子
こ

さん

松尾、西小路1・２区、
泉町、本町１・２丁目

中
なか

村
むら

 敏
とし

子
こ

さん

都井全地区

蓑
みの

輪
わ

 光
みつ

乃
の

さん

寺里、上塩、鍛治屋、大
島、西・東下弓田、東・

西・南・北金谷

野
の

田
だ

 弦
つる

子
こ

さん

鯛取、倉掛、秋山、小城
久保、徳間、東・西上池、
下池、串間、初田、田

渕、谷ノ口、屋治、古川、
羽ヶ瀬、前田、越ヶ谷

山
やま

口
ぐち

 すが子
こ

さん

下・上田口、東・中・西本
西方、鹿谷、古竹、笠祇、
奴久見、木代、有明１・２
区、西・東塩町、七ツ橋、
西・東・南今町、高松、上
小路、小路、仲町

仁
にっ

田
た

 アキノさん

市木全地区

吉
よし

田
だ

 恵
けい

子
こ

さん

清水、上・中・下新町、石
木田、徳山、小山、白坂、市
ノ瀬１・２・３・４区、井牟
田、射馬地野、一氏、三ヶ
平、三幸ヶ野、真萱、大重
野、矢床、上大矢取、赤池

　
新
年
度
、
市
民
活
動
に
お

い
て
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

な
る
団
体
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
今

回
は
新
年
度
に
お
け
る
い
く

つ
か
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
改
正
！

　
い
く
つ
か
改
正
点
が
あ
り

ま
す
が
、
現
在
運
営
さ
れ
て

い
る
法
人
は
毎
年
度
「
貸
借

対
照
表
の
公
告
」
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
定

款
の
「
公
告
の
方
法
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
「
官
報
に

掲
載
す
る
」
と
規
定
し
て
い

る
法
人
が
大
半
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
別
の
方
法
で
公

告
を
行
う
場
合
に
は
定
款
の

変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

４
月
以
降
に
新
年
度
の
総
会

を
実
施
さ
れ
る
前
に
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

● 

新
規
募
集
は
実
施
な
し
、

の
よ
う
で
す

　
毎
年
こ
の
時
期
に
募
集
の

あ
る
「
市
民
発
！
に
ぎ
わ
い

創
出
事
業
」
で
す
が
、
今
年

度
は
新
規
募
集
を
行
わ
な
い

よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
市
民

の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
強

力
な
味
方
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
世
の
中
に
は
、
補
助

金
、
助
成
金
は
星
の
数
ほ
ど

あ
り
ま
す
。
大
小
関
わ
ら
ず
、

何
か
し
ら
募
集
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
気
軽
に
応
募

し
て
み
る
の
も
一
つ
の
手
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
常
に
募
集

情
報
は
リ
サ
ー
チ
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

団
体
の
登
録
を
お
願
い
し

ま
す

　
パ
ナ
ッ
プ
に
て
市
民
活
動

団
体
の
登
録
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
や

団
体
に
あ
っ
た
的
確
な
情
報

提
供
な
ど
、
市
民
活
動
に
お

け
る
円
滑
な
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
年
度
初
め

に
セ
ン
タ
ー
か
ら
各
団
体
に

向
け
て
、
団
体
登
録
の
ご
案

内
（
新
規
・
更
新
）
を
お
送

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
新
し
い
何
か
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
継
続
し
や
り
続
け
る
、

パ
ナ
ッ
プ
は
皆
さ
ま
の
市
民

活
動
を
応
援
し
ま
す
！

●住所＝串間市大字西方5500-2　　●☎/FAX＝0987-27-3075　　●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp　　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

三
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、
串
間

市
職
員
を
退
職
し
、
東
京
に

戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
串
間

で
の
二
年
間
を
思
い
返
し
ま
す
と
、

多
く
の
方
々
と
大
切
な
ご
縁
を
結

ば
せ
て
い
た
だ
き
、
串
間
の
素
晴

ら
し
さ
を
全
身
で
感
じ
た
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
串
間
に
は
、
喧
騒
か
ら
離
れ
、

心
を
癒
や
し
て
く
れ
る「
都
井
岬
」

や「
幸
島
」
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
、
豊
か
な
自
然
か
ら
の
恵
み
と

し
て
の「
食
」、
そ
し
て
綿
々
と

紡
が
れ
て
き
た
暮
ら
し
が
あ
り
ま

す
。

　
都
井
岬
で
は
、
長
年
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
天
然
記
念
物
の「
御

崎
馬
」
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で

き
、
志
布
志
湾
に
沈
む
夕
日
は
本

当
に
美
し
く
、
何
物
に
も
代
え
が

た
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幸
島
・
石
波
海
岸
も
と

て
も
き
れ
い
で
、
静
か
に
打
ち
寄

せ
る
波
は
心
を
洗
い
流
し
て
く
れ

ま
す
。

　
自
然
の
魅
力
を
十
分
に
生
か
し

な
が
ら
、
自
然
環
境
と
共
存
を
目

指
す「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推

進
す
る
地
域
と
し
て
、
九
州
で
初

め
て
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
資

源
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
溢
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
串
間
を
少
し

で
も
良
く
し
て
い
こ
う
と
さ
ま
ざ

ま
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
が

串
間
に
は
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が

串
間
の
最
大
の
財
産
で
す
。

　
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　

み
な
さ
ん
と「
協
働
」「
共
助
」

の
思
い
を
共
有
し
、
一
緒
に
課
題

解
決
の
糸
口
を
模
索
し
て
い
け
ば
、

こ
れ
か
ら
の
串
間
の
明
る
い
展
望

が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
串
間
を
離
れ
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
と
の
ご
縁
を
大
切
に
、
引

き
続
き
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

これからの
明るい串間を展望して

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し
の

部長日記

最後の市議会にて

パナップは皆さまの 
市民活動を支援し続けます
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●問い合わせ先＝医療介護課健康増進係☎ 72‐0333
（時間帯：平日８：30～17：00）

■どこの会場でも受診できます。
■健康手帳は不要です。

今年度も市内各地を無料の結核検診バスが巡回します。

日 地区 時　間 会　　場

5/26

（金）

市
　
　
木

9：30～ 9：40 郡司部（消防格納庫付近）
9：50～10：00 子持田（若松様宅）
10：15～10：25 平田（平塚様宅）
10：40～10：50 海北公民館
11：05～11：15 内ノ畑集落センター
11：30～11：45 石原公民館となり

北
方

13：40～13：55 倉掛地区営農研修施設
14：10～14：25 秋山地区営農研修施設
14：40～15：10 農村環境改善センター

5/30

（火）

本
　
　
城

9：40～ 9：55 遍保ヶ野公民館
10：10～10：25 居城田 ( 福留様宅）
10：40～11：10 道場（公民館横 JA 審査場）
11：25～11：40 樋口（川崎様宅）
13：30～14：00 本城公民館
14：15～14：30 下代田（岡崎様宅）
14：45～14：55 上千野公民館

5/31

（水）

福
　
　
島

9：30～10：00 寺里（スーパーよしだ）
10：15～10：35 塩屋原公民館
10：50～11：30 アクティブセンター
13：30～14：00 泉町（商工会議所）
14：15～14：50 上小路（寿楽園）
15：05～15：30 上町（セブンイレブン上町店）

6/6

（火）

大
　
　
束

9：20～ 9：35 奈留（島田商店）
9：50～10：10 仲別府地区営農研修センター
10：25～10：45 古大内公民館
11：00～11：10 堂園集落センター
11：25～11：35 西ノ園（西田様宅）
13：25～13：40 徳山（吉田様宅）
13：55～14：05 白坂公民館
14：20～14：30 石木田（内田茶園）
14：45～15：15 大束公民館

6/13

（火）

福
　
　
島

9：40～10：00 高松公民館
10：20～10：50 木代公民館
11：05～11：20 有明住宅集会場
11：35～11：50 福島今町駅
13：30～14：00 今町公民館
14：15～15：00 串間市総合保健福祉センター

6/15

（木）

都
　
　
井

9：40～ 9：50 名谷バス停付近
10：05～10：25 大納研修センター
10：40～11：30 宮之浦（大橋下）
13：20～13：25 岬（都井岬牧組合）
13：50～14：10 毛久保漁港
14：25～14：40 宮原（山田様宅）
14：55～15：10 東地区営農研修施設

6/23

（金）

福
　
島

9：30～10：00 泉町（商工会議所）
10：15～10：45 塩屋原（田中造園）
11：10～11：40 上町（幸せホームあすか）
13：30～14：00 串間市役所（正面玄関前）
14：15～14：45 串間市総合保健福祉センター

日 地区 時　間 会　　場

5/9
（火）

北
　
方

9：30～ 9：50 初田公民館
10：05～10：20 谷ノ口研修施設
10：30～10：45 古川公民館
11：05～11：25 徳間集落センター

市
　
木

13：00～13：25 市木公民館
13：40～14：05 石波公民館
14：20～14：40 藤公民館
15：10～15：15 夫婦浦
15：30～15：45 舳漁協

5/12

（金）

大
　
　
束

9：30～ 9：40 上大矢取（岩切様宅）
9：55～10：10 赤池キャンプ場
10：25～10：45 真萱（花田様宅）
11：00～11：10 大重野集落センター
11：25～11：40 高則公民館
13：30～13：40 射場地野
13：55～14：20 揚原（スーパーケンちゃん）
14：35～15：00 大束公民館

5/15

（月）

都
井

9：40～ 9：55 黒井公民館
10：10～10：40 立宇津東漁協
10：55～11：30 都井基幹集落センター

北
　
方

13：30～13：45 越ヶ谷 ( 佐藤様宅 )
14：00～14：15 前田公民館
14：30～14：45 羽ヶ瀬公民館
15：00～15：20 農村環境改善センター

5/16

（火）

福
　
　
島

9：30～10：00 寺里（スーパーよしだ）
10：15～10：30 西浜（ミネサキ串間店）
10：45～11：00 西浜（スーパーほりぐち西浜店）
11：15～11：35 塩町公民館
13：30～13：45 笠祇公民館
14：00～14：10 奴久見地区入口
14：25～14：35 鹿谷公民館

5/18
（木）

本
　
城

9：30～ 9：40 永田（消防格納庫横）
9：55～10：25 崎田集落施設
10：40～10：55 港公民館
11：10～11：40 諏訪神社鳥居付近

福
島

13：30～13：50 串間保育園駐車場
14：30～14：40 弓田公民館
14：55～15：30 金谷公民館

5/19

（金）

大
　
　
束

9：30～ 9：50 一氏公民館
10：05～10：30 市ノ瀬公民館
10：45～11：00 上井牟田（山口様宅）
11：15～11：40 大束公民館
13：30～13：45 末広（スーパーたけだ末広店）
14：00～14：25 旧ＪＡ大束大平支所
14：40～14：55 広野（黒原様宅）
15：10～15：20 風野（鈴嶽神社前）　　

5/22

（月）

福
　
　
島

9：20～ 9：50 桂原研修センター
10：05～10：20 穂佐ヶ原研修施設
10：35～11：00 桜ヶ丘集会場
11：15～11：40 天神公民館
13：30～13：45 上田口集落センター
14：00～14：20 西方集落センター
14：35～15：20 串間市総合保健福祉センター

平成29年度  結核検診日程表

　65歳以上の方は法律により、年に１回Ｘ線撮影を行
うことが義務付けられています。対象の方には、４月
上旬より青色のハガキサイズの受診券を郵送します。
受診券持参のうえ、お近くの会場までお越しください。

予約は不要です。
　また、受診券が届いた方で、施設入所中や病院受診
予定などといった理由で市の結核検診を受けない方は
必ず連絡をいただきますようお願いします。

平成29年度結核検診が始まります
平成29年度公民館定期講座生募集
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子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て

中央公民館 ☎72－1846 講　師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数
1 洋・和アクセ 木代 美絵子 第1・3月曜日 13時～16時 洋物、和物のアクセサリーや小物類を作ります。 10 500円～1,000円 8

2 ラッピング教室 鈴木　　香 第1火曜日 10時半～12時 商品に合わせた紙の切り方、リボンの結び方などを学びます。 15 500円 3

3 アメリカンフラワー 鈴木　　香 第1火曜日 13時～15時半 ワイヤーと合成樹脂液を使ってガラスのような花を作ります。 15 2000円程度 3

4 手作りパン教室 天川　知子 第1金曜日 10時～12時半 基礎から学びたい方必見！！優しくお教えします。 15 初回5,000円 10

5 挿し木教室 吉田 美代治 6月2日 10時～12時 挿し木のポイント伝授します。 なし 500円程度 1

6 フラワーアレンジメント 山本　　歩 第３金曜日 19時～20時半 基礎などを学びながらセンスを磨きましょう。 15 2,000円程度 10

7 小物づくり 冨永 可奈子 第2・４金曜日 13時半～15時半 普段使いの小物を作ります。 12 500円程度 10

8 楽しく歌おう
ジャズヴォーカル講座 谷口 さとみ 第2・４金曜日 19時～20時半 ジャズのスタンダードナンバーを歌ってみませんか？ 10 無料 10

9 十二月の季節の料理 水頭・水元・
吉松 第3金曜日 10時～12時半

13時半～15時半 季節を感じる、楽しい食卓のポイントをお教えします。 20 500円程度 9

10 ぎょしょく 串間市漁協組合 ７月４日 10時～12時 触・職・食　調理法から食べ方まですべて学びます。 15 1,000円 1

11 市民コンシェルジュ養成講座 商工観光スポーツ
ランド推進課 ７月５日 13時半～15時 街の活性化のお手伝いしてみませんか？ なし 無料 1

大束公民館 ☎71-2011 講　師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数
1 大人の詩吟 吉田 美代治 第1月曜日 1４時～16時 声を出すことで脳の活性化につながります。 なし 無料 10

2 みんなで楽しむ３Ｂ体操 武田　和子 第2・４木曜日 13時半～15時 ベル・ベルター・ボールを使ってできる楽しい体操です。 なし 初回100円 10

3 絵教室 桐山　千鶴 第3木曜日 13時～15時 あなたの知らなかった技法も学べます。 10 初回1,000円 10

4 市民コンシェルジュ養成講座 商工観光スポーツ
ランド推進課 ７月12日 13時半～15時 街の活性化のお手伝いしてみませんか？ なし 無料 1

5 竹細工に挑戦 吉田 美代治 9・10月
第1・3木・金曜日 13時半～16時 竹ヒゴ作りから始めます。すてきなかごができますよ。 10 初回500円 8

本城公民館 ☎71-3011 講　師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数
1 絵を楽しみましょう 桐山　千鶴 第1・3水曜日 10時～12時 いろいろな絵の表現を楽しみましょう。 10 初回1,000円 8

2 野菜のソムリエ 吉松 ちあき 7・9・11月
第2木曜日 10時～12時 旬の野菜・果物たっぷりの料理を作ります。 10 500円 3

3 クラフトテープで素敵なカ
ゴ作り 菊永　和代 第2・４木曜日 13時半～15時半 基本的な編み方を学びます。一緒に楽しく作りませんか？ 10 500円程度 8

4 毎日使える木工品作り 
（トレイ） 温水　三郎 第1・3金曜日 13時半～15時半 毎日の生活が楽しくなる木工品（トレイ）を作ります。 10 1,000円程度 5

市木公民館 ☎71-5011（支所） 講師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数
1 ママと赤ちゃんのヨガ&骨盤ケア 西川　純子 6月19日 11時～12時半 妊娠中、産後の方、赤ちゃん、女性の方の骨盤ケアを行います。 10 500円 1

2 笑顔でニュースポーツ 市スポーツ推進員 第3水曜日 19時半～21時 誰もが楽しめるニュースポーツを楽しく体験できます。 20 保険料のみ 5

3 毎日使える木工品作り 温水　三郎 第2金曜日 13時半～15時半 自分だけの木工品を作って楽しく暮らしませんか。 10 1,000円程度 3

4 楽しい料理(夕食) 中原 裕紀子 9・10月
第2金曜日 13時半～15時半 季節の料理を使っておいしい料理を楽しく作りましょう。 10 500円 2

北方農村環境改善センター
☎72-1846（中央公民館） 講　師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数

1 絵手紙を楽しむ 日高　リユ 第１月曜日 13時半～15時半 簡単な絵手紙を描きましょう。 15 申込の際道具確認 10

2 パッチワーク 泥谷 かずこ 第2・４月曜日 13時半～15時半 基礎を学びながら、配色の幅を広げ、楽しんでいきます。 15 初回500円 10

3 笑顔でニュースポーツ 市スポーツ推進員 第2水曜日 19時半～21時 誰もが楽しめるニュースポーツを体験できます。 30 保険料のみ 5
都井基幹集落センター 

☎71-4011 講　師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数

1 一閑張り 渡会 理美子 第2火曜日 10時～12時 すてきなカゴやインテリアを作ります。 15 初回2,000円 10

2 笑顔でニュースポーツ 市スポーツ推進員 第4水曜日 19時半～21時 誰もが楽しめるニュースポーツを体験できます。 30 保険料のみ 5

3 農家直伝 おいしい野菜レシピ 吉松 ちあき 6・8・10月
第2木曜日 10時～12時 旬の野菜・果物をおいしくいただく調理法を伝授します。 10 500円程度 3

4 可愛い人形づくり 遠山 ひろみ ２カ月に１回
第２木曜日 14時～15時半 布や綿でつくる簡単な人形を一緒に作りましょう。 10 300円程度 5

5 筆で美しい文字を書く 谷口　弘之 第１・３木曜日 13時半～15時 書道入門講座。筆遣いの基本を学びます。 10 申込の際道具確認 10

　６月から始まる公民館定期講座をご紹介します。健康づくり、仲間づくり、
知識を高め、地域貢献をめざし生涯学習でいきいきライフを満喫しましょう。
●受付期間＝４月10日（月）～５月15日（月）先着順です。
●�申込方法＝中央公民館および各支所にて受け付けております。
●問い合わせ先＝中央公民館☎72－１８４６



健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

魅
力
あ
る

福
島
高
校
の

取
り
組
み

～自ら学び
表現力ある
福高生～

こ
ん
に
ち
は
！

福
島
高
校

で
す
！

卒業式

　

初
め
ま
し
て
。
２
月
か
ら
市
木
診
療
所
に
勤

め
て
お
り
ま
す
、
木
村
で
す
。
金
曜
日
の
午
前

中
は
、
市
民
病
院
の
内
科
で
診
療
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
期
間
が
終
わ
り
ま
し
た
。
特
定

健
診
は
主
に
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な

ど
の
血
管
の
老
化
を
進
め
る
病
気
の
早
期
発
見
、

あ
る
い
は
そ
の
治
療
の
徹
底
を
図
り
、
脳
卒
中
、

狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
腎
不
全
な
ど
の
発
症
を

予
防
し
、
元
気
に
長
寿
を
全
う
す
る
こ
と
を
目

標
に
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
生
活
習
慣
病
は
自

覚
症
状
が
少
な
く
、
健
診
を
受
け
な
い
と
診
断

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

簡
単
に
特
定
健
診
の
検
査
項
目
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
す
。

●
身
体
計
測
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
）

　

肥
満
は
多
く
の
生
活
習
慣
病
と
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
身
長
か
ら
標
準
体
重
を
算
出
し
ま
す

が
、
標
準
体
重
よ
り
20
％
以
上
重
い
場
合
、
あ

る
い
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
［
体
重
（
㎏
）
÷
身
長
（
m
）

÷
身
長
（
m
）］
が
25
を
超
す
と
き
に
肥
満
と

診
断
し
ま
す
。
腹
囲
が
大
き
い
人
は
内
臓
脂
肪

が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
内
臓
脂
肪
が
多
い

と
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
に
な
り

や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
腹
囲
は
へ
そ

の
高
さ
で
測
り
、
男
性
で
は
85
㎝
以
上
、
女
性

で
は
90
㎝
以
上
を
異
常
と
し
ま
す
。

●
尿
・
血
圧
・
診
察

　

腎
臓
は
血
液
を
濾
し
て
、
小
さ
な
分
子
の
老

廃
物
を
尿
と
し
て
排
泄
し
ま
す
。
糖
は
小
さ
な

分
子
な
の
で
腎
臓
で
い
っ
た
ん
尿
に
出
ま
す
が
、

腎
臓
の
中
で
再
吸
収
さ
れ
ま
す
。
尿
に
糖
が
出

る
の
は
再
吸
収
し
き
れ
な
い
場
合
で
、
血
中
の

糖
分
が
２
０
０
㎎
／
㎗
を
超
す
と
尿
に
糖
が
出

て
き
ま
す
。
血
中
の
糖
分
は
イ
ン
ス
リ
ン
と
い

う
ホ
ル
モ
ン
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
正
常
で

は
血
中
の
糖
分
は
１
６
０
㎎
／
㎗
を
超
し
ま
せ

ん
。
空
腹
時
の
尿
で
糖
が
出
た
ら
、
糖
尿
病
の

可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

タ
ン
パ
ク
や
赤
血
球
は
大
き
い
分
子
な
の
で

腎
臓
や
ぼ
う
こ
う
の
病
気
が
な
い
と
、
尿
に
出

て
く
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
尿
タ
ン
パ

ク
や
尿
潜
血
が
陽
性
の
時
は
、
腎
臓
や
ぼ
う
こ

う
な
ど
の
詳
し
い
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

血
圧
を
測
る
時
は
、
上
の
血
圧
が
１
４
０
を

超
え
る
か
、
あ
る
い
は
下
の
血
圧
が
90
を
超
え

る
と
高
血
圧
、
ま
た
上
の
血
圧
が
１
３
０
を
超

え
る
か
、
あ
る
い
は
下
の
血
圧
が
80
を
超
え
る

と
要
注
意
域
と
判
断
し
ま
す
。
た
だ
血
圧
は

時
々
刻
々
変
化
す
る
も
の
で
す
。
今
で
は
自
宅

で
一
定
の
時
間
に
血
圧
を
測
り
、
血
圧
の
状
態

を
判
断
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

●
肝
機
能
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
γ

－

Ｇ
Ｔ
）

　

Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
肝
臓
で
合
成
す
る
の
に

働
い
て
い
る
酵
素
で
す
。
肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ

る
と
血
液
に
増
え
て
き
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
が
高
い
と
き
は
再
検
査
、
ま
た
原
因
の
探
索

が
必
要
で
す
。
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
が
最
も
多
い

原
因
で
す
が
、
薬
で
の
治
療
が
で
き
ま
す
。

γ

－

Ｇ
Ｔ
は
肝
臓
で
作
る
胆
汁
の
流
れ
が
悪
く

な
っ
た
時
や
、
酒
の
飲
み
す
ぎ
、
薬
が
あ
わ
な

い
と
き
、
脂
肪
肝
な
ど
で
上
が
り
ま
す
。

●
糖
代
謝
（
血
糖
・
H
b
A
1
c
）

　

空
腹
時
の
血
糖
値
は
１
２
６
を
超
す
と
、
ま

た
H
b
A
1
c
は
６
・
２
を
超
す
と
糖
尿
病

と
診
断
し
ま
す
。

●�

脂
質
代
謝
（
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

　

中
性
脂
肪
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
脂
肪
で

す
。
食
事
、
特
に
飲
酒
の
影
響
を
受
け
ま
す
。

前
日
の
禁
酒
、
夜
９
時
以
降
の
食
事
を
避
け
、

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
血
管
の
老
化
を
防
ぐ
善
玉
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
血
管
の
老
化
を
進
め
る

悪
玉
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
１
２
０

㎎
／
㎗
以
上
は
要
注
意
で
す
。

●
腎
機
能
（
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）・
血
中
尿
酸

　

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
筋
肉
の
老
廃
物
で
腎
機
能

の
指
標
で
す
。
腎
機
能
が
悪
く
な
り
、
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
が
８
㎎
／
㎗
を
超
す
と
人
工
透
析
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
尿
酸
も
老
廃
物
の
一
つ
で
す
。

痛
風
の
原
因
で
、
最
近
で
は
尿
酸
が
高
い
と
血

管
の
老
化
が
進
む
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

健
康
で
い
る
た
め
に
は
今
の
自
分
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
の
健
診
を
受
け

た
方
は
来
年
も
、
ま
た
今
年
健
診
を
受
け
な
か

っ
た
方
は
、
来
年
は
ぜ
ひ
こ
の
特
定
健
診
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
た
か
？
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春
の
暖
か
な
そ
よ
風
が
私
た
ち
を

優
し
く
包
み
込
ん
で
く
れ
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ご
無
沙
汰

し
て
お
り
ま
す
。
福
島
高
等
学
校
生

徒
会
長
の
平
尾
真
也
で
す
。

　

す
っ
か
り
冬
の
寒
さ
も
無
く
な
っ

て
、
田
植
え
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
、
水
の
張
っ
た
田
ん
ぼ
を
眺

め
な
が
ら
登
下
校
を
し
た
り
、
散
歩

を
し
た
り
す
る
こ
と
が
私
の
楽
し
み

で
す
。
「
自
然
的
」
な
風
景
を
見
て

い
る
と
、
普
段
、
「
人
工
的
」
な
も

の
と
多
く
関
わ
る
私
た
ち
の
心
を
浄

化
し
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

や
は
り
、
季
節
の
変
わ
り
目
は
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
ね
。

　

さ
て
、
福
島
高
等
学
校
で
は
、
３

月
１
日
に
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
卒
業
さ
れ
る
先
輩
方
へ
送

辞
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
頃
の
先
輩
方
へ
の
感
謝
を
、
在
校

生
を
代
表
し
て
伝
え
る
こ
と
の
重
み

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
る
先
輩

の
背
中
は
誇
ら
し
い
く
ら
い
に
大
き

く
、
本
当
に
高
校
生
活
三
年
間
の

節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
輝
い
て
い
て
、

格
好
よ
か
っ
た
で
す
！！

　

４
月
８
日
に
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、

新
入
生
を
含
め
新
体
制
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
。
県
内
で
初
の
連
携

型
中
高
一
貫
教
育
も
導
入
さ
れ
ま
す
。

私
自
身
、
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
と

て
も
楽
し
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

素
直
な
気
持
ち
で
す
。
例
年
と
は
違

う
福
島
高
校
の
活
躍
を
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
時
期
は
別
れ
か
ら
一
変
、
出

会
い
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
出
会

う
も
の
は
、
人
だ
け
と
は
限
り
ま
せ

ん
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
あ
っ
た
り
、
言

葉
で
あ
っ
た
り
、
も
し
か
し
た
ら
皆

さ
ん
の
人
生
を
変
え
る
も
の
に
出
会

う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
つ
ひ
と

つ
の
出
会
い
を
大
切
に
、
元
気
な

日
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た
。

福島高校３年
生徒会長

平
ひら

尾
お

 真
まさ

也
や

さん

わたしが
レポートします。
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い
よ
い
よ
春
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
春
と
言
え
ば
桜
だ
ね
。
実

は
ず
っ
と
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
、

桜
へ
の
憧
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
桜

は
き
れ
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

そ
れ
よ
り
外
で
友
達
な
ど
と
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
な
が
ら
お
酒
を
飲
ん
だ
り
す

る
こ
と
に
！
ア
メ
リ
カ
で
は
公
共
の

場
所
で
の
飲
酒
が
法
律
上
禁
止
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
今

は
ち
ょ
っ
と
寒
す
ぎ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
花
見
の
頃
に
は
ぴ
っ
た
り

か
な
？

　
先
月
は
ひ
な
祭
り
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
前
か
ら
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
イ
マ
イ

チ
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
育
園

で
ひ
な
祭
り
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち

や
先
生
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

ら
い
、
ど
う
い
う
風
に
お
祝
い
さ
れ

て
い
る
の
か
実
際
に
目
撃
で
き
て
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
話
の
つ
い
で
で
す
が
、「
ア

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！

メ
リ
カ
に
は
ひ
な
祭
り
み
た
い
な
お

祝
い
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
よ
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
ひ
な
祭
り
ど
こ
ろ
か
、

子
ど
も
を
お
祝
い
す
る
日
な
ん
て
あ

り
ま
せ
ん
。
強
い
て
言
え
ば
、
ク
リ

ス
マ
ス
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
子
ど
も
が

中
心
で
、
一
番
近
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん（
で
も
子
ど
も
の
た
め
に
祝
う
の

と
、
子
ど
も
を
主
に
祝
う
の
で
は
違

い
ま
す
も
ん
ね
）。
こ
ち
ら
に
来
る

前
、
ア
メ
リ
カ
に
は
子
ど
も
の
日
が

な
い
こ
と
を
少
し
も
意
識
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
く
さ

ん
聞
か
れ
た
後
、「
へ
ぇ
～
本
当
に

な
い
ん
だ
ぁ
」と
な
り
ま
し
た
。

　
今
は
年
度
替
わ
り
の
時
期
で
皆
が

バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
頑

張
り
ま
し
ょ
う
！

保育園でひな祭りのことを
教えてもらいました
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

騎士団長殺し 第１部 顕れるイデア編・ 
第２部 遷ろうメタファー編（村上 春樹）
回帰 警視庁強行犯係・樋口顕（今野 敏）
毎日っていいな（吉本 ばなな）
北斎まんだら（梶 よう子）
なかなか暮れない夏の夕暮れ（江國 香織）
戦友たちの祭典（森村 誠一）
ゼロ・アワー（中山 可穂）
救急病院（石原 慎太郎）

紙のピアノ（新堂 冬樹）
失われた地図（恩田 陸）
無意味な人生など、ひとつもない（五木 寛之）
ぼくの死体をよろしくたのむ（川上 弘美）
今ひとたびの、和泉式部（諸田 玲子）
生きる（谷川 俊太郎）
宇宙には、だれかいますか？ 科学者18人に
お尋ねします。（佐藤 勝彦監修）
ぜんぶわかる118元素図鑑（子供の科学編集部編）

おばあちゃんは耳が遠くて、電話でき
くのがへたなんよ。せやから、私がき
いて、教えるの　　。老いを前向きに
受け入れる祖母と、明るく支える孫娘
の日常を描く。関西弁のひびきが心地
よい、ほのぼの絵本。

４月はさまざまな新しいことが始まり
ます。図書館では新生活をサポートす
る資料を集めて特集しています。図書
館の本をみなさまの生活に役立ててく
ださい！

「
新
生
活
」

「
風
の
か
た
み
」

　
　
葉
室 

　
麟
／
著

「
へ
た
な
ん
よ
」

　
　 

ひ
こ
・
田
中
／
文
、 

は
ま
の 

ゆ
か
／
絵

九州豊後・安見藩の女医である桑山伊
都子は、目付方から、上意討ちとなっ
た佐野家一族の女たちを“生かす”よ
う命ぜられ…。謎解きの興趣に満ちた
清冽な長編時代小説。

知
[Pension]

年
金

平
成
29
年
度

国
民
年
金
保
険
料
額
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
前
年
度
か
ら
２

３
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
６
４
９

０
円
と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
は
原
則
と
し
て

翌
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
な
い
と
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
入
な
ど
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る

と
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
は
４
月
か

ら
受
付
し
て
お
り
、「
在
学
証
明
書
」
ま

た
は
「
学
生
証
の
写
し
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
（
２
年
１
カ
月
さ
か
の
ぼ
っ
て
免

除
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）。
な
お
、

一
般
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
の
受
付
と
な

り
ま
す
。

後
納
制
度
で
過
去
５
年
分
ま
で

保
険
料
が
納
め
ら
れ
ま
す

　

時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
９
月
ま
で

に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
利
用
で
、
年
金
額
が
増
え

た
り
、
納
付
期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受

給
で
き
な
か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を
得
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
移
動
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ
◆

▽
日
程
＝
５
月
８
日
（
月
）

▽
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
会
場
＝
市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

※�

前
日
ま
で
に
都
城
年
金
事
務
所
へ
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

素敵な女性
Beautiful young lady

素敵な女性になりますように
I hope you glow into a beautiful young lady.

育
[Health]

子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
素
塗
布
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
19
日
（
水
）

＊
午
後
１
時
～
１
時
半

● 

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

『
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
』

● 

そ
の
他
＝
開
催
の
案
内
は
個
別
に
通
知

は
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
に

フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
72

－

１
１
２
３
（
内
線
５
０
８
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

　

２
月
９
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

福ふ
く

原は
ら 

葵あ
お
い

ち
ゃ
ん

◎
北
金
谷

中な
か

村む
ら 

奏か
な

太た

く
ん

◎
上
町

有あ
り

田た 

翔し
ょ
う

く
ん

◎
天
神

本ほ
ん

田だ 

梨り
ん

花か

ち
ゃ
ん

◎
泉
町

世せ

良ら

田だ 

悠ゆ
う

介す
け

く
ん

◎
天
神

友と
も

部べ 

心こ
の

華か

ち
ゃ
ん

◎
寺
里

岩い
わ

下し
た  

夢ゆ
め

ち
ゃ
ん

◎
仲
町

堀ほ
り

口ぐ
ち 

夏な
つ

海み

ち
ゃ
ん

◎
上
小
路

久く

保ぼ 

杏き
ょ
う

介す
け

く
ん

◎
上
郡
元

吉よ
し

田だ 

愛め

唯い

ち
ゃ
ん

◎
徳
山

深ふ
か

江え 

陽ひ
な

太た

く
ん

◎
小
山

加か

村む
ら 

陽ひ
な
た向

く
ん

◎
泉
町

谷た
に

口ぐ
ち  

華は
な

ち
ゃ
ん

◎
屋
治

佐さ

藤と
う 

進し
ん

二じ

郎ろ
う

く
ん

◎
上
郡
元

矢や

通ど
お
り 

蒼そ

空ら

ち
ゃ
ん

◎
上
塩

和わ

田だ 

柚ゆ

乃の

花か
ち
ゃ
ん

◎
西
小
路
２
区

隈く
ま

田た

原ば
ら 

岳が
く

く
ん

◎
上
町

島し
ま

中な
か 

海か
い

翔と

く
ん

◎
揚
原

中な
か

野の 

海ま
り

華か

ち
ゃ
ん

◎
下
池

吉よ
し

田だ 

楓ふ
う

真ま

く
ん

◎
上
新
町



お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

今月の
テーマ

串間市初のオリンピック選手 
内野 重昭氏　ご逝去

　串間市初のオリンピック出場選手である、内野重昭氏が２
月28日にご逝去されました。
　内野氏は昭和6年生まれ、串間市鹿谷地区出身。昭和35年
のローマオリンピックで近代五種競技に日本人として初めて
出場し、昭和39年の東京オリンピックでは、日本代表として
２大会連続出場を果たし、好成績を残しました。

　内野氏が第17回ロー
マオリンピック大会の
近代五種競技に出場し
たことを記念し、市で
はその栄光をたたえる
ことを目的に『内野杯
争奪大会』を毎年開催
しており、今年度で57
回を数えました。また、
未来のオリンピック選
手を発掘するため、平
成23年から３年間、小
中高校生を対象に『近
代３種大会』の串間市
開催にご尽力されまし
た。
　謹んでご冥福をお祈
りいたします。

納
期
限
と 

口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

　

５
月
１
日
は
、

①�

介
護
保
険
料
（
１
期
）

②�

保
育
料
（
４
月
分
）

の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
は

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●��

問
い
合
わ
せ
先
＝
①
税
務
課
☎

内
線
２
１
５
・
２
１
６
、
②
福

祉
事
務
所
こ
ど
も
政
策
係
☎
72

－

１
１
２
３

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の 

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
ま
し

た
。
汚
れ
て
い
る
物
は
全
て
き
れ

い
に
洗
浄
し
、
市
販
の
完
全
透
明

袋
に
入
れ
、
指
定
日
の
朝
８
時
半

ま
で
に
燃
や
せ
る
ご
み
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご

み
は
今
ま
で
通
り
指
定
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
☎
内
線
２
５
４

４
月
１
日
か
ら
10
日
は 

春
の
地
域
安
全
運
動
期
間

　

春
の
行
楽
期
を
迎
え
、
空
き
巣

な
ど
の
侵
入
窃
盗
事
件
、
児
童
・

生
徒
に
対
す
る
声
掛
け
事
案
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
も
後
を

絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
犯
罪
被
害
に
遭
う
こ
と

な
く
、
そ
し
て
、
犯
罪
の
不
安
を

感
じ
る
こ
と
な
く
、
安
全
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
地
区
防

犯
協
会
☎
内
線
３
４
６

串
間
市
地
区
体
育
館
の 

ご
利
用
に
つ
い
て

　

統
廃
合
と
な
り
ま
し
た
中
学
校

の
体
育
館
は
、
４
月
１
日
以
降
も

串
間
市
地
区
体
育
館
と
し
て
引
き

続
き
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
に

は
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

●�

利
用
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

10
時
（
年
末
年
始
は
休
館
）

●�

申
込
先

▽
北
方
地
区
＝
生
涯
学
習
課

▽
大
束
地
区
＝
大
束
支
所

▽
本
城
地
区
＝
本
城
支
所

▽
市
木
地
区
＝
市
木
支
所

※�

都
井
地
区
は
都
井
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

使
用
料
＝
１
時
間
あ
た
り
２�

５�

０
円
（
バ
レ
ー
コ
ー
ト
１
面
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
☎
内
線

３
８
０

固
定
資
産
土
地
家
屋
等 

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

●�

期
間
＝
４
月
３
日
（
月
）
～
５

月
31
日
（
水
）（
土
・
日
・
祝
日

な
ど
の
閉
庁
日
を
除
く
）

●�

場
所
＝
税
務
課
（
各
支
所
管
内

の
固
定
資
産
は
支
所
で
も
可
）

※�
縦
覧
で
き
る
方
は
固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）
納
税
者
お
よ

び
委
任
を
受
け
た
代
理
人
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
資
産

税
係
☎
内
線
２
１
３

串
間
市
奨
学
資
金 

奨
学
生
募
集

●�

募
集
人
員
お
よ
び
貸
与
金
額

▽�

大
学
、
短
大
、
大
学
校
、
専
修

学
校
（
専
門
）、
大
学
院
＝
２

名
程
度
／
月
額
２
万
５
千
円

▽�

高
校
、高
専
、専
修
学
校（
高
等
）

＝
２
名
程
度
／
月
額
１
万
５
千

円
●�

出
願
の
資
格

①�

本
市
に
２
年
以
上
在
住
、
も
し

く
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者

②�

向
学
心
に
富
み
、
意
志
堅
固
、

成
績
優
秀
、
品
行
方
正
、
身
心

共
に
健
康
で
あ
る
こ
と

③�

学
資
の
支
弁
が
困
難

●�

貸
与
期
間
＝
決
定
か
ら
学
校
の

正
規
の
修
業
期
間
修
了
ま
で

●�

提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
推
薦
調
書

③
在
学
証
明
書

④
住
民
票
謄
本（
同
一
世
帯
全
員
）

⑤
所
得
証
明
書

●�

募
集
締
切
＝
５
月
31
日
（
水
）

●�

採
用
決
定
の
時
期
＝
７
月
下
旬

●�

返
済
免
除
＝
返
済
開
始
日
以
降
、

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

し
、
か
つ
、
本
市
に
移
住
し
て

い
る
方
は
返
済
免
除
あ
り

●�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
学
校

政
策
課
☎
内
線
３
７
６

南
那
珂
育
英
会 

奨
学
生
募
集

●�

募
集
人
員
＝
６
名

●�

貸
付
月
額
＝
３
万
円（
無
利
子
）

●�

貸
与
期
間
＝
平
成
29
年
４
月
～

最
短
就
業
年
限
の
終
期

●�

出
願
資
格

・�

短
大
、
大
学
、
大
学
院
に
入
学

し
た
者

・�

本
市
に
本
籍
を
有
し
居
住
か
、

保
護
者
が
２
年
以
上
在
住

・�

学
業
成
績
・
人
物
と
も
に
優
秀

で
、
か
つ
健
康
で
あ
り
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

・�

高
等
学
校
な
ど
の
長
が
、
奨
学

生
と
し
て
推
薦
し
た
者

・�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

●�

提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
推
薦
調
書（
開
封
無
効
）

③
在
学
証
明
書（
進
学
後
の
も
の
）

④�

平
成
28
年
分
の
所
得
を
証
明
す

る
書
類

⑤
世
帯
全
員
の
住
民
票

●�

受
付
締
切
＝
４
月
28
日
（
金
）

※�

郵
送
で
の
提
出
は
不
可

●�

採
用
決
定
の
時
期
＝
７
月
下
旬

●�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
学
校

政
策
課
☎
内
線
３
７
６

第
６
回
認
知
症
の
人
と 

暮
ら
す
家
族
の
集
い
を 

開
催
し
ま
す

　

認
知
症
の
人
の
介
護
で
悩
み
を

抱
え
て
い
る
方
、
経
験
し
た
方
同

士
で
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
？

募
　
集

●�

内
容
＝
①
ミ
ニ
講
座
②
フ
リ
ー

ト
ー
ク
③
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

④
個
別
相
談

●�

日
時
＝
４
月
26
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
３
時
半

●�

場
所
＝
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
Ｗウ

ｉイ

ｎン

ｇグ

●�

参
加
費
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
電
話
に
て
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
医

療
介
護
課
介
護
保
険
係
☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
１
１
）

ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会 

参
加
者
募
集

●�

日
程
お
よ
び
会
場

▽�

大
阪
＝
４
月
９
日
（
日
）

　

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル

▽
福
岡
＝
４
月
23
日
（
日
）

　

天
神
ビ
ル

▽
東
京
＝
４
月
30
日
（
日
）

　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
渋
谷

●�

開
催
時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

●�

対
象
者

①
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

②�

平
成
30
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

定
者

●�

参
加
企
業
＝
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
地
域
雇
用�

対
策
室
☎
０
９
８
５

－
26

－
７�

１
０
５

介
護
職
員
初
任
者
研
修 

受
講
生
募
集

●�

受
講
期
間
＝
４
月
27
日
（
木
）

～
８
月
28
日
（
月
）
午
後
６
時

半
～
９
時
半
（
隔
週
月
・
木
）

●�

費
用
＝
８
３
４
０
０
円

※�

初
回
支
払
２
万
円
で
分
割
可

●�

申
込
期
限
＝
４
月
24
日
（
月
）

●�

そ
の
他
＝
一
般
教
育
訓
練
給
付

金
、
一
人
親
家
庭
自
立
支
援
給

付
金
の
対
象
講
座
。
資
格
取
得

後
に
受
講
料
還
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
校
内
で
託
児
も
可
。

●�

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

日
南
高
等
職
業
訓
練
校
☎
22

－

２
６
３
３

パ
ソ
コ
ン
初
心
者 

夜
間
ク
ラ
ス 

受
講
生
募
集

●�

期
間
＝
４
月
17
日
（
月
）
～
８

月
10
日
（
木
）
午
後
７
時
半
～

９
時
半
（
毎
週
月
・
木
）

●�

費
用
＝
４
万
５
千
円

●�

申
込
期
限
＝
４
月
14
日
（
金
）

●�

そ
の
他
＝
校
内
で
託
児
も
可

●�

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

日
南
高
等
職
業
訓
練
校
☎
22

－

２
６
３
３

ボ
ー
ト
免
許
更
新
講
習

●�

日
時
＝
４
月
29
日
（
土
）
午
前

10
時
～
（
受
付
は
９
時
～
）

●�

場
所
＝
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

●�

受
講
料
＝
更
新
９
０
０
０
円
、

失
効
１
５
０
０
０
円

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
西
岡
海
事

　

☎
０
１
２
０

－

76

－

５
５
５
４

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
５
月
７
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①�

行
政
相
談
＝
４
月
24
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②�

法
律
相
談
＝
４
月
17
日
（
月
）

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
３

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

無
料
相
談

買い物の際はマイバッグを利用しましょう

昨年の市民秋まつりにて
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

広報コラム
じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

　県では、体力向上に実績を上げている学校
を ｢体力つくり優良校｣ として表彰しており、
県内220校の小学校の中から本城小学校が表
彰を受けました。
　本城小学校では、持久走月間やなわとび月
間を設定し、全校で持久走やなわとびを強化
したり、５月に実施した体力テストの結果か
ら課題が見られた項目を、11月に再度実施す
るなどの取り組みを実施しています。

　夏の陽射しを遮って冷房を抑えることで、温暖化防
止に貢献できるグリーンカーテンの苗（ゴーヤ・ヘチマ）
を、今年も一緒に取り組んでくださる方に提供します。
合計100本で数に制限（１件10本以内）があります。
ご協力いただける方は、早めにお申し込みください。
※�苗の生育状況などにより、変更が生じる場合があり
ますので、必ず電話でご確認ください。
●�配布時期＝４月15日（土）午後１時半～２時
●場所＝串間市役所玄関前
●�問い合わせ先＝環の会河野さん☎０９０－１１９９－５４９６

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の 

苗
を
配
布
し
ま
す

本
城
小
学
校
が
平
成
28
年
度 

体
力
つ
く
り
優
良
校
に
選
ば
れ
ま
し
た

小
学
校
の
新
入
生
に 

防
犯
ブ
ザ
ー
を
贈
呈

　串間市管工事組合は、昨年発生した熊本地
震災害の復旧支援として、熊本県益城町に約
１カ月間、作業員のべ179名の派遣を行いま
した。
　その派遣において市から支援をいただいた
ことから、その一部を市民の生活に活用して
いただこうと、非常用飲料袋６ℓを1000枚、
災害用認識ベスト20枚が同組合から市へ寄贈
されました。
　増田理事長は「現地に行った経験に基づき、
必要だと感じたものを寄贈させていただきま
した。水が必要な状況になったら、どんどん
活用してほしいです」と話していました。

串
間
市
管
工
事
組
合
が 

防
災
グ
ッ
ズ
を
市
へ
贈
呈

　３月24日、串間地区生コン事業協同組合の村中弘
行理事長ら４名が教育長室を訪れ、教育長へ防犯ブ
ザー 150個を贈呈しました。贈呈された防犯ブザー
は、市内小学校の新入生に配布されます。
　同組合は毎年、防犯ブザーを新入生へ贈呈する取
り組みを行っています。

で
す
。
実
際
に
は
笑
っ
て
い
る
場

合
じ
ゃ
な
い
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
笑
う

こ
と
は
健
康
に
も
良
い
と
言
わ
れ

ま
す
し
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
余
裕
を

常
に
持
っ
て
い
た
い
で
す
ね
。

病
院
頑
張
れ

●
モ
ン
キ
ー
マ
ン
さ
ん

　

市
民
病
院
は
、
市
民
の
健
康
と

命
を
守
る
た
め
に
、
懸
命
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
禁

じ
得
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
公
営
企
業
法
の
全
部
適

用
に
つ
い
て
が
、
主
な
よ
う
で
あ

り
ま
す
。
今
、
病
院
は
経
営
状
況

も
か
な
り
大
変
な
よ
う
で
す
。
先

の
議
会
で
も
活
発
な
議
論
が
あ
っ

た
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。
条
例

改
正
の
議
案
が
委
員
会
で
は
全
会

一
致
で
否
決
さ
れ
た
も
の
が
、
本

会
議
で
逆
転
可
決
と
の
こ
と
。

　

病
院
全
職
員
の
皆
さ
ん
の
病
院

改
革
に
対
す
る
取
り
組
み
と
熱
意

が
、
賛
成
さ
れ
た
議
員
の
皆
さ
ん

の
心
に
届
い
て
の
採
決
だ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
は
、
病
院
事
業
管

理
者
を
先
頭
に
、
企
業
理
念
や
病

院
経
営
計
画
を
確
実
に
実
行
し
て
、

気
分
弾
む
シ
ル
バ
ー
川
柳

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

平
成
29
年
の
新
た
な
年
を
迎
え

１
カ
月
も
過
ぎ
た
。
光
陰
矢
の
ご

と
し
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
と
お

り
で
矢
が
飛
ぶ
よ
う
に
過
ぎ
去
っ

て
い
く
。

　

昨
年
10
月
の
新
聞
に
『
シ
ル

バ
ー
川
柳
』
の
記
事
が
載
っ
た
。

物
忘
れ
、
ボ
ケ
、
通
院
、
微
妙
な

夫
婦
関
係
。
シ
ル
バ
ー
世
代
の
日

常
を
軽
や
か
に
詠
ん
だ
公
募
川
柳

で
あ
る
。

　

「
そ
の
と
お
り
、
そ
う
だ
そ
う

だ
」
と
つ
ぶ
や
い
て
笑
い
、
拍
手
、

共
感
を
呼
び
、
何
度
も
読
み
返
し

て
い
る
が
、
い
ま
一
度
お
さ
ら
い

し
て
み
た
い
。

『
ポ
ッ
ク
リ
と　

逝
き
た
い
く
せ

に　

医
者
通
い
』

　

若
い
と
き
は
逝
く
な
ん
て
頭
に

な
か
っ
た
が
、
年
を
取
れ
ば
取
る

ほ
ど
逝
き
た
く
な
い
も
の
よ
。
と

　

最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た

学
び
舎
も
つ
い
に
幕
を
下
ろ
す
と

き
が
や
っ
て
き
た
。
各
中
学
校
で

行
わ
れ
た
閉
校
式
に
は
多
く
の
方

が
出
席
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も
心
に

残
る
素
晴
ら
し
い
式
典
に
な
っ
た

よ
う
に
思
う
。

　

４
月
か
ら
６
中
学
校
は
な
く
な

る
。
閉
校
の
不
安
を
跳
ね
返
し
て

く
れ
る
よ
う
な
新
し
い
光
を
差
し

込
む
た
め
に
は
、
校
舎
の
利
活
用

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
大

き
な
課
題
だ
。
そ
れ
は
地
域
住
民

も
重
々
承
知
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う

が
、
こ
れ
ま
で
休
校
や
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
を
う
ま
く
利
活
用

し
て
い
る
の
は
、
﨑
田
小
学
校
以

外
に
思
い
浮
か
ば
な
い
の
も
事
実
。

10
年
、
20
年
後
を
考
え
た
と
き
、

こ
れ
か
ら
の
２
、
３
年
が
そ
の
地

域
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
の

は
間
違
い
な
い
。
何
か
う
ま
い
利

活
用
方
法
は
な
い
も
の
か
。 （
担
）

検
証
を
徹
底
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
院
長
先
生
以
下
全
員
参

加
で
事
に
当
た
ら
れ
る
こ
と
が
、

必
ず
や
良
い
結
果
を
導
い
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。
大
変
で
し
ょ
う

が
、
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
市
民
病
院
よ
り
ご
回
答
い
た
し

ま
す
。

　
市
民
病
院
は
、
４
月
か
ら
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
に
な
り

ま
す
が
、
串
間
市
営
の
公
立
病
院

で
あ
る
こ
と
は
今
ま
で
と
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
事
業
管
理

者
の
も
と
で
、
今
年
３
月
に
策
定

し
た「
串
間
市
民
病
院
改
革
プ
ラ

ン
」に
基
づ
い
た
経
営
の
健
全
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
な
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
必
要
と
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
病
院

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も

職
員
一
同
、
強
い
決
意
の
も
と
に

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

生
前
の
父
も
言
っ
て
い
た
。

『
希
望
な
く　

目
標
な
く
て　

自

由
あ
り
』

『
あ
れ
よ
あ
れ　

こ
れ
よ
そ
れ
よ

と　

答
え
出
ず
』

『
猫
ま
で
が　

妻
の
真
似
し
て　

俺
ま
た
ぐ
』

『
や
っ
と
立
ち　

受
話
器
を
取
れ

ば　

電
話
切
れ
』

『
ボ
ケ
も
良
い　

昨
日
の
ケ
ン
カ 

も
う
忘
れ
』

　

本
当
に
う
ま
く
状
況
を
つ
か
ん

で
い
る
。
寄
る
年
波
。
と
か
く
暗

く
な
り
が
ち
な
シ
ル
バ
ー
世
代
。

こ
ん
な
川
柳
で
気
分
転
換
。
弾
ん

で
ほ
ん
わ
か
し
た
い
。

　

同
じ
よ
う
な
も
の
に
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
川
柳
が
あ
り
ま
す
ね
。

こ
れ
も
状
況
を
う
ま
く
表
現
し
て

い
て
、
お
も
わ
ず
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
も
弱
み

を
笑
い
に
変
え
て
い
る
と
い
う
点
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日本一早い？ビアガーデンオープン
●日時＝４月１日（土）午後６時～
●料金＝4,000円（一人）　※食べ放題、飲み放題
●�その他＝オープニングイベントとして、午後７時からこ
どもベンチャーズ・クローバーの演奏もあります。

三遊亭天歌落語会
●日時＝４月８日（土）午後６時開演
●チケット＝前売り1,500円
※いこいの里フロントで販売中

宮崎牛フェア開催
　宮崎牛が10％オフで食べられますよ。
●期間＝４月16日（日）～23日（日）

「ドッグラン」完成しました。無料でご利用できます。
いこいの里はお花いっぱい！遊びに来てね！

春駒シーズン到来
　冬が終わり、いよいよ春がやってきました。寒さで枯
れていた芝も新芽が出て緑色に色づき始め、「オキナグ
サ」や「ウマノアシガタ」などの草花も咲き始めます。森
の中に餌を探しに移動していた馬達も出てくるので、都
井岬を散策するには絶好の季節となっています。そして、
都井岬の春といえば春駒の出産シーズンです。これから、
初夏にかけて春駒が産まれます。産まれたばかりの春駒
を発見できるかもしれませんので、ぜひ都井岬に遊びに
来てくださいね！

　都井岬ビジターセンターでは馬の毛を使ったホースヘ
アーストラップ作成やソテツの実のストラップ作成など
のクラフト体験もできますので、都井岬にお越しの際は
ぜひお立ち寄りください。

市民
憲章

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

● この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口��18,290人（前月比�-12人）
　男�8,554人　女�9,736人
　世帯数�7,882世帯（平成29年３月１日現在）
＊平成27年度国勢調査からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙
　３月16日、中学校再編に伴い３月末で閉校した市内の６中学校で
最後の卒業式が行われ、卒業生165人が70年の歴史を刻んだ学び舎
に別れを告げました。全校
生徒６人の都井中学校では、
３年生４人の卒業生が保護
者らの拍手で迎えられ、伊
藤嘉宏校長から一人ひとり
に卒業証書が手渡されまし
た。卒業生165人は、誇
りと期待を胸に４月から新
たな一歩を踏み出します。

最後の卒業式

ボチボチ市役所恒例、異動の季節が
やってきました。が、どうやら４月
からも広報担当のようです。さて、
４月から広報は一人体制となり、今
月号で（オ）さんは最後でした。約
１年半でしたが、次の場所でも（オ）
さんらしく頑張ってくださいね（イ）

今月号で広報紙に携わらせていただ
くのは最後になりました。この仕事
に就く前は、誰かに串間のことを聞
かれても、地元であるにも関わらず
答えられないことが多かったのです
が、今ならある程度答えられる自信
があります。皆さんに感謝！（オ）

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888

串間市役所総務課
秘書広報係　行

（No.1028/2017. ４）

「
串
間
市
派
遣
を
命
ず
る
」

　

平
成
27
年
３
月
、
前
任
地
小
林
警

察
署
で
受
け
た
辞
令
だ
。
家
族
が
驚

い
た
。

「
単
身
赴
任
を
命
ず
る
」

　

そ
の
晩
、
家
族
会
議
を
経
て
、
小

学
校
高
学
年
に
進
級
す
る
長
男
か
ら

受
け
た
辞
令
だ
。
私
は
さ
ら
に
驚
い

た
。

　

不
安
満
タ
ン
で
、
一
組
の
布
団
を

ト
ラ
ン
ク
に
押
し
込
み
、「
果
た
し
て

市
役
所
勤
務
が
勤
ま
る
だ
ろ
う
か
」

と
、
志
布
志
湾
沿
い
を
北
上
し
た
。

環
境
が
一
変
し
た
そ
の
頃
が
、
つ
い

先
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。

　

平
成
15
年
春
か
ら
、
宮
崎
県
警
察

か
ら
串
間
市
へ
の
職
員
派
遣
が
開
始

し
、
２
年
ご
と
に
１
名
ず
つ
の
派
遣

が
続
い
た
。
し
か
し
、
７
人
目
と

な
っ
た
私
が
、
最
後
の
派
遣
職
員
と

な
っ
た
。

　

前
任
者
ま
で
は
庁
舎
１
階
市
民
生

活
課
で
の
勤
務
だ
っ
た
が
、
着
任
当

時
の
危
機
管
理
課
新
設
に
伴
い
、
私

は
庁
舎
２
階
で
危
機
管
理
対
策
監
と

い
う
役
職
で
、
交
通
安
全
・
防
犯
業

務
に
携
わ
っ
た
。

　

危
機
管
理
課
は
、
課
長
以
下
７
名

体
制
で
、
防
災
担
当
職
員
お
よ
び
技

師
が
３
名
、
交
通
安
全
・
防
犯
担
当

職
員
が
私
を
含
め
て
２
名
、
串
間
地

区
防
犯
協
会
事
務
局
長
１
名
の
男
所

帯
だ
っ
た
。

　

１
年
目
、
初
め
て
の
自
治
体
行
政

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
交
通
安
全
・

防
犯
担
当
職
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
頼
り
に
業
務
を
進
め
た
。
２
年
目
、

係
員
削
減
に
伴
う
単
独
で
の
業
務
遂

行
と
な
り
、
さ
ら
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
何
と
か
業
務
を
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

数
え
切
れ
な
い
思
い
出
が
で
き
た

が
、
中
で
も
串
間
市
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
を
会
場
と
し
て
出
席
者
数
百
人

規
模
で
実
施
し
た
催
事
が
印
象
強
く

心
に
残
っ
て
い
る
。
着
任
早
々
、
私

は
こ
の
催
事
が
、
隔
年
、
市
民
生
活

課
職
員
総
動
員
で
実
施
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
り
、
大
が
か
り
に
な
る
こ

と
を
想
像
し
て
、
不
安
を
抱
い
て
い

た
。
し
か
し
、
準
備
を
進
め
る
に
つ

れ
て
、
そ
の
不
安
は
徐
々
に
解
消
さ

れ
た
。

　

課
、
係
の
枠
を
越
え
た
市
職
員
の

支
援
が
得
ら
れ
、
警
察
署
や
交
通
安

全
・
防
犯
・
暴
力
団
追
放
関
係
団
体

な
ど
の
方
々
か
ら
多
大
な
る
お
力
添

え
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
年
間
を
思
い
返
し
て
浮
か
ぶ
言

葉
、
そ
れ
は
「
成
功
の
成
否
は
人
の

和
に
あ
り
」
だ
。

　

日
々
、
業
務
を
通
じ
て
多
く
の

方
々
と
出
会
い
、
串
間
市
の
方
の
心

の
熱
さ
、
優
し
さ
に
触
れ
な
が
ら
、

自
治
体
行
政
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
喜
び
が
増
し
て
い
っ
た
。
警
察
業

務
を
離
れ
、
派
遣
職
員
な
ら
で
は
の

経
験
が
で
き
た
こ
と
は
私
の
誇
り
で

あ
り
、
そ
れ
故
に
経
験
し
た
こ
と
も

糧
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

妻
子
か
ら
離
れ
た
生
活
は
寂
し
く

も
あ
っ
た
が
、
串
間
市
の
人
々
、
雄

大
な
自
然
、
そ
し
て
、
う
ま
い
焼
酎

ら
が
そ
れ
を
和
ら
げ
、
単
身
赴
任
に

自
信
を
つ
け
て
く
れ
た
。
将
来
、
縁

を
い
た
だ
け
る
と
し
た
ら
、
串
間
市

で
の
生
活
、
勤
務
を
さ
ら
に
満
喫
し

た
い
。

　

こ
の
拙
い
文
面
で
、
串
間
市
へ
の

感
謝
の
意
を
お
伝
え
で
き
る
か
が
心

残
り
の
一
つ
だ
。

「
串
間
市
の
皆
さ
ん
、
長
い
間
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

随  

想

「�

最
後
の
串
間
市
派
遣
。」

しまふじ よしお（40歳）
西都市出身、宮崎市在住。
平成13年宮崎県巡査拝命。
前任は小林警察署捜査担当。
平成27年４月から串間市派
遣。信条は雲外蒼天。

島
藤
　
善
央

といくん、みさきちゃん、よしおちゃん
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〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間と休館日につきましては
お問い合わせください。

TEL 0987-75-2000

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546



[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

越
ヶ
谷
　
白
石
　
正
子

仲
　
町
　
矢
野
　
欽
子

上
町
一
　
神
戸
　
和
子

寺
　
里
　
谷
口
　
秀
子

上
小
路
　
本
田
　
幾
男

[

短 

歌]

ゆ
う
ゆ
う
の
森
短
歌
教
室

居
眠
り
を 

恥
じ
る
年
齢
過
ぎ 

春
が
す
み

故
郷
は 

桜
の
こ
ろ
よ 

旅
の
空

聞
き
な
れ
し 

声
の
た
し
か
に 

初
音
か
な

春
愁
の 

白
き
ま
ま
な
る 

句
帳
か
な

北
帰
行 

大
地
を
は
た
い
て 

翔
ち
あ
が
る

霧
　
島
　
清
水
し
づ
子

飫
　
肥
　
山
脇
恵
己
子

小
　
路
　
安
山
　
ら
く

古
　
川
　
野
邊
　
俊
子

＊
短
歌
、
俳
句
の
投
稿
は

　
■
短
歌 

野
邊
俊
子
さ
ん（
☎
７
２

－３
３
０
０
）　
■
俳
句 

本
田
幾
男
さ
ん（
☎
７
２

－５
２
８
０
）

春の都井岬は
魅力がたくさん！

訪
問
せ
る 

庭
の
添
水 

鉢
薄
氷
の

張
り
し
も
媼
の 

声
は
つ
ら
つ
と

つ
つ
ま
し
さ 

身
に
付
き
を
れ
ば 

老
い
父
の

新
し
き
シ
ャ
ツ 

納
ひ
て
着
ら
ず

白
詰
草
の 

あ
お
あ
お
茂
る 

待
つ
こ
と
は

楽
し
み
だ
っ
た 

二
二
歳
な
り
き

そ
こ
こ
こ
と 
め
が
ね
探
す
も 

苦
笑
い

鼻
に
ち
ょ
こ
ん
と 
春
の
ほ
ほ
笑
む

ひ
い
爺
の 

あ
ぐ
ら
の
膝
に 
と
ろ
と
ろ
と

如
何
な
る
夢
か 

片
笑
ひ
せ
り

堂
　
園
　
吉
田
　
良
子
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